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シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

麗
　
江


年
の
歴
史
を
持
つ
町
並
み

シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ

世
界
遺
産
の「
三
江
併
流
」

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
と
多
彩
な
民
族
文
化

「天下一の奇観」石林
中国最大の鍾乳洞群も

昆
　
明

大
　
理

「
南
詔
国
」の
都
を
再
建
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白水台

麗江古城

　
省
北
西
部
、
迪
慶
（
デ
ィ
チ

ェ
ン
）チ
ベ
ッ
ト
族
自
治
州
は
、

チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
、
四
川
省
と

境
を
接
し
、
山
、
川
、
峡
谷
、

草
原
と
手
付
か
ず
の
自
然
が
残

る
。

　
英
国
の
小
説
家
が
理
想
郷
と

し
て
描
い
た
「
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
」。そ
の
名
を
冠
し
た
の
が
、

こ
の
地
域
だ
。
自
治
州
の
中
心

都
市
の
名
前
も
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

（
香
格
里
拉
）
市
。
か
つ
て
は

中
甸
（
ち
ゅ
う
で
ん
）
と
呼
ん

で
い
た
が
、
２
０
０
１
年
に
改

称
し
た
。

　
●
三
江
併
流

　
金
砂
江
（
長
江
）
、
瀾
滄
江

（
メ
コ
ン
川
）
、
怒
江
（
サ
ル

ウ
ィ
ン
川
）
の
、
青
海
・
チ
ベ

ッ
ト
高
原
を
源
と
す
る
三
つ
の

大
河
が
６
千
㍍
級
の
険
し
い
山

脈
と
並
行
し
て
南
へ
流
れ
る
。

万
年
氷
河
、
カ
ル
ス
ト
な
ど

「
北
半
球
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の

景
観
の
種
類
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
」と
、２
０
０
３
年
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　
●
白
水
台

　
水
中
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が

沈
殿
、
堆
積
し
て
形
成
さ
れ
た

階
段
状
の
白
い
岩
。

　
風
景
が
美
し
い
だ
け
で
な

く
、
少
数
民
族
ナ
シ
族
が
崇
拝

す
る
ト
ン
パ
教
の
聖
地
と
な
っ

て
い
る
。

　
●
松
賛
林
寺

　
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
市
内
に
あ
る

明
の
時
代
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
寺

院
。
チ
ベ
ッ
ト
族
の
造
形
芸
術

の
集
大
成
と
い
わ
れ
る
。

　
●
ド
ゥ
ク
ゾ
ン
古
城

　
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
市
の
中
心
に

あ
る
古
い
町
並
み
。
石
畳
の
道

に
面
し
て
チ
ベ
ッ
ト
風
と
漢
風

が
融
合
し
た
建
物
が
並
ぶ
。

　
省
南
端
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ

オ
ス
と
国
境
を
接
す
る
一
帯
を

シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
と
呼
ぶ
。
熱

帯
雨
林
気
候
に
属
し
、
そ
の
美

し
い
原
生
林
の
景
色
や
、
タ
イ

族
、
ジ
ノ
ー
族
、
ワ
族
な
ど
少

数
民
族
の
文
化
に
触
れ
る
体
験

が
魅
力
と
な
っ
て
い
る
。

　
●
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
・
タ
イ

族
園

　
シ
ー
サ
ン
パ
ン
ナ
・
タ
イ
族

自
治
州
の
中
心
、
景
洪
（
け
い

こ
う
）
市
に
あ
る
。

　
タ
イ
族
の
歴
史
、
文
化
、
宗

教
、
習
俗
な
ど
を
集
中
的
に
展

示
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。
「
水

か
け
祭
り
」
の
シ
ョ
ー
が
毎
日

行
わ
れ
る
。

　
昆
明
の
西
北
、
約
６
０
０
㌔

に
あ
る
麗
江
は
、
そ
の
古
い
町

並
み
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
少

数
民
族
の
ナ
シ
族
が
多
く
暮
ら

し
、
玉
竜
雪
山
な
ど
、
美
し
い

自
然
も
見
ど
こ
ろ
だ
。

　
●
麗
江
古
城

　
１
９
９
７
年
、
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
。
南
宋
時
代

末
期
に
築
造
さ
れ
、
８
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
。

　
広
さ
３
・
８
平
方
㌔
の
敷
地

内
に
、
魚
の
う
ろ
こ
の
よ
う
な

瓦
ぶ
き
の
古
い
家
屋
が
建
ち
並

ぶ
。

　
古
城
の
中
心
で
、
石
畳
の
広

場
「
四
方
街
」
か
ら
細
い
道
が

放
射
線
状
に
延
び
て
い
る
。
か

つ
て
は
お
茶
を
運
ぶ
隊
商
の
通

る
道
だ
っ
た
と
い
う
。

　
元
か
ら
明
清
の
時
代
に
こ
の

地
を
治
め
た
ナ
シ
族
・
木
氏
の

役
所
「
木
府
」
も
、
こ
の
一
帯

に
あ
る
。
北
京
の
紫
禁
城
を
真

似
た
広
大
な
建
築
群
。

　
●
玉
竜
雪
山

　
麗
江
市
の
中
心
か
ら
北
へ


㌔
に
あ
る
連
山
。
南
北

㌔
に

わ
た
り

の
峰
が
連
な
る
。
大

き
い
竜
に
形
が
似
て
い
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
と
い

う
。
最
高
峰
は
５
５
９
６
㍍
の

扇
子
陡
（
せ
ん
す
と
う
）
。

　
海
抜
約
４
５
０
０
㍍
地
点
ま

で
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が
運
行
さ

れ
、
万
年
雪
の
氷
雪
地
帯
ま
で

観
光
客
ら
を
運
ぶ
。

　
ナ
シ
族
が
崇
め
る
民
族
の
神

「
三
朶
（
さ
ん
だ
）
」
は
、
こ

の
玉
竜
雪
山
の
化
身
と
さ
れ
て

い
る
。

　
●
黒
竜
潭
公
園

　
麗
江
古
城
の
北
、
象
山
の
麓

に
あ
る
。
潭
（
淵
）
の
水
が
澄

み
き
っ
て
玉
石
の
よ
う
に
見
え

る
こ
と
か
ら
「
玉
泉
」
と
の
別

名
も
あ
る
。

　
明
の
時
代
に
作
ら
れ
た
祠
な

ど
の
古
代
建
築
群
や
、
唐
の
時

代
の
梅
の
木
が
残
さ
れ
て
い

る
。

　
●
万
里
長
江
第
一
湾

　
中
国
一
の
大
河
、
長
江
の
最

初
の
湾
曲
部
。
麗
江
市
の
中
心

か
ら

㌔
の
玉
竜
県
石
鼓
鎮
に

あ
る
。

険しい山の間を流れる金砂江（長江）の絶景

　
今
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。
両
国
で
さ
ま

ざ
ま
な
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国
で
は
多
く

の
日
本
人
観
光
客
を
呼
び
込
も
う
と
、
省
や
地
域
ご
と
の
Ｐ
Ｒ

活
動
も
盛
ん
だ
。
国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。
今
回
は
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
自
然
と
多
彩
な
民
族
文
化
が
魅
力
の
雲
南
省
を

取
り
上
げ
た
。

西山森林公園（竜門石窟）

石林

大理古城

　
大
理
は
昆
明
か
ら
西
へ
３
４

４
㌔
。
雲
南
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
道

路
と
雲
南
・
チ
ベ
ッ
ト
道
路
が

交
わ
る
雲
南
西
部
の
交
通
の
要

衝
。
大
理
ペ
ー
族
自
治
州
の
中

心
地
で
も
あ

る
。

　
８
世
紀
に
興

っ
た
王
国
「
南

詔
国
」
と
、
そ

の
後
継
の
「
大
理
国
」
の
都
。

こ
れ
ら
の
面
影
を
残
す
史
跡
が

市
内
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
●
大
理
古
城

　
南
詔
時
代
に
創
建
さ
れ
た
古

い
町
並
み
。
元
の
時
代
に
一
時

滅
ぼ
さ
れ
た
が
、
明
代
の
１
３

０
０
年
代
に
再
建
さ
れ
た
。

　
四
方
を
全
長
６
㌔
の
城
壁
に

囲
ま
れ
た
城
内
は
、
メ
イ
ン
ス

ト
リ
ー
ト
の
「
復
興
路
」
を
中

心
に
、
ペ
ー
族
の
伝
統
的
な
民

家
や
商
店
が
建
ち
並
ん
で
い

る
。

　
●
洱
海
（
じ
か
い
）

　
高
原
に
あ
る
淡
水
湖
で
、
広

さ
約
２
５
０
平
方
㌔
。

　
岸
辺
に
は
「
洱
海
公
園
」

「
小
普
陀
」
「
喜
洲
」
な
ど
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
●
蒼
山

　
洱
海
の
西
岸
に
そ
び
え
る
全

長
約

㌔
、
海
抜
３
５
０
０
㍍

級
の
山
々
。
山
峰
が

あ
り
、

最
高
峰
の
馬
竜
峰
は
海
抜
４
１

２
２
㍍
。

　
遊
歩
道
や
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
が

整
備
さ
れ
、
洱
海
の
美
し
い
景

色
を
俯
瞰
で
き
る
。

　
●
崇
聖
寺
三
塔

　
大
理
古
城
の
西
北
１
㌔
、
蒼

山
の
応
楽
峰
の
麓
に
位
置
す
る

三
つ
の
塔
。
唐
の
時
代
に
創
建

さ
れ
た
。

　
三
つ
の
う
ち
の
一
つ
、
古
塔

は
高
さ

㍍
、
十
六
重
の
レ
ン

ガ
造
り
の
塔
。

残
り
の
二
つ
は

い
ず
れ
も
高
さ


㍍
の
十
重
の

塔
。

　
塔
の
背
後
に
は
近
年
再
建
さ

れ
た
崇
聖
寺
が
あ
り
、
中
国
の

仏
教
寺
院
で
も
最
大
級
を
誇

る
。

　
昆
明
は
雲
南
省
の
省
都
で
、

人
口
お
よ
そ
６
６
０
万
人
。
省

の
ほ
ぼ
中
央
、
海
抜
１
８
９
５

㍍
の
高
地
に
あ
り
、
年
間
の
平

均
気
温
は

・
１
度
。
１
年
中

春
の
よ
う
に
気
候
が
よ
い
こ
と

か
ら
「
春
城
」
（
春
の
町
）
の

異
名
を
持
つ
。

　
中
国
で
毎
年
開
か
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
最
大
級
の
旅
行
展
示
会

「
中
国
国
際
旅
游
交
易
会
」

（
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
、
中
国
国
家
観
光

局
主
催
）
は
上
海
と
、
こ
こ
昆

明
で
交
互
に
開
か
れ
て
い
る
。

今
年
は
昆
明
の
年
で
、

月


～

日
の
３
日
間
、
同
市
の

「
昆
明
滇
池
（
て
ん
ち
）
国
際

会
展
セ
ン
タ
ー
」
で
開
催
。
中

国
国
内
の
各
省
や
、
日
本
な
ど

世
界
の
国
と
地
域
が
出
展
。
昨

年
は
１
０
６
の
国
・
地
域
が
出

展
し
、
今
年
も
同
規
模
の
出
展

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
市
内
に
は
世
界
遺
産
の
「
石

林
」
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

　
●
石
林

　
貴
州
省「
茘
波（
れ
い
は
）」、

重
慶
市
「
武
隆
」
と
と
も
に

「
中
国
南
方
カ
ル
ス
ト
」
の
構

成
要
素
と
し
て
２
０
０
７
年
、

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自
然
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。
昆
明
市
の
中
心

か
ら
南
東
へ
約
１
０
０
㌔
、
石

林
イ
族
自
治
県
に
位
置
す
る
。

　
今
か
ら
お
よ
そ
２
億
年
前
、

地
殻
変
動
で
海
底
が
隆
起
。
地

表
に
現
れ
た
石
灰
岩
が
長
年
の

雨
風
の
浸
食
で
削
ら
れ
、
特
異

な
地
形
が
形
成
さ
れ
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
石
柱
が
あ
ち
こ
ち

に
林
立
。
そ
の
姿
は
「
天
下
一

の
奇
観
」
と
う
た
わ
れ
る
。

　
毎
年
旧
暦
の
６
月

日
は
イ

族
の
「
た
い
ま
つ
祭
り
」
が
開

か
れ
る
。

　
●
九
郷

　
「
地
上
石
林
、
地
下
九
郷
」

と
称
さ
れ
る
、
石
林
と
双
璧
を

な
す
観
光
地
。
昆
明
中
心
部
か

ら
東
へ
約

㌔
の
宜
良
県
に
あ

る
。
約

平
方
㌔
の
範
囲
に


個
の
鍾
乳
洞
が
あ
る
中
国
最
大

規
模
の
鍾
乳
洞
群
。

　
断
崖
絶
壁
の
深
い
峡
谷
「
蔭

翠
峡
」
、
棚
田
の
よ
う
に
見
え

る
カ
ル
ス
ト
地
形
「
神
田
」
な

ど
、多
く
の
見
ど
こ
ろ
が
あ
る
。

　
●
雲
南
民
族
村

　
市
内
中
心
か
ら
８
㌔
の
滇
池

の
湖
畔
に
あ
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
。
タ
イ
、
ペ
ー
、
イ
な
ど
、

雲
南
省
の

の
少
数
民
族
の
集

落
を
再
現
。
歌
と
踊
り
の
シ
ョ

ー
も
行
っ
て
い
る
。

　
●
西
山
森
林
公
園

　
市
内
中
心
か
ら

㌔
、
滇
池

の
西
に
そ
び
え
る
海
抜
２
５
０

０
㍍
級
の
山
々
。
華
亭
寺
、
太

華
寺
な
ど
多
く
の
古
刹
が
あ
る

昆
明
の
仏
教
の
聖
地
。
断
崖
に

作
ら
れ
た
「
竜
門
石
窟
」
が
見

ど
こ
ろ
。


